
World #04

その世界の日常や暮らし

一人ひとりの意思・行動が尊重されて

つくられたモノが溢れている世界

その世界の科学技術

その世界の価値観

その世界の文化

その世界のルール・規範

その世界が抱える問題

その世界が目指す世界

その世界の勝ち組・受益者・共感者

その世界の負け組・被害者・反抗者

匠

街全体が

街全体が匠

Shimz Identity

Weak Signal

Here, Now

Infection Point

今ここにある世界

変化点

今でもなくここでもない世界（生きたい世界）

清水建設のアイデンティティから生まれるコトバ

ウィークシグナルから生まれるコトバ

匠の

衰退

ネットの進化により、

人間国宝より

街の有名人が

クローズアップされる

匠の

最定義化

・必ずしもある分野における最高レベルになるとは

　限らない。

・全体最適の解止まりになる可能性がある。

・快適な睡眠、健康に配慮した美味しい食事、

　充実した仕事、充実した余暇を過ごす。

・基本的に「みんな仲間」という意識がある。

初期教育を

満足に受けられない層

・職住が近接している。

・時間の区切りをあまりはっきりさせていない。

・小さな技術を持ち寄って作り上げることが主流になる。

・行動データ、感情データの蓄積で常に最適な1日がおくれる。

・一人勝ちよりもみんなで幸せになろうという考え方が広まる。

短期的に

autocracy（専制政治）社会の
速度に負ける

・最先端＝最良ではないという価値観になる。

・資源や技術がオープンソース化する。

・新たに発見することをサポートするデータベースや技術。

団結と拡がりのある世界

・再生産の余地があるものが良いものだと思われるようになる。

環境や持続可能な社会に向けた

共通の価値観を持つ

・長屋のようなものができる。
・転職や副業が当たり前になる。

心地よい暮らしのために

時間と手間を費やす

・たくみ体験できるところがたくさんあり、

　挑戦へのハードルが低い。

１つの職業にしばられない

・１人でいろいろな専門性を持つようになる。

　→2毛作、冬 建築士 、夏ラーメン屋など

・家でも外でも何かの匠でいる。

「たくみ」のカジュアル化 仕事と私生活のボーダーが消える

・会社の仕事も家事も同等に仕事として扱われる。

・シェアハウスする人が増える。

・子供は「遊びの匠」、また、「お母さん」

「家事」も匠と呼べる。

特許フリーになる

・評価する仕組みがあり、評価する匠もいる。

・作り上げた人が利益を得られる仕組みができる。

・「競争相手に使わせない」という概念がネガティブになる。

・防衛的な特許で適切に報い得るようなルール作り。

・シェアする価値があるものが良いものという価値観になる。

・フィンランドの石畳のような手の込んだ街づくり

　が評価される。
さまざまな価値観が

混在できる

・標準化されたパーツでモノを構成する

　ようになるので、構成要素の

　バリエーションが少なくなる

・同じパーツで構成されるため、

　統一された街並みになる。

材料の標準化

・簡単なルールにすることで誰でも守れるようにする。

・100％でなくても概ね守ってくれる程度のルールが施行される。

分かりやすく納得できるルール

匠の感覚を

データ

ベース化

再配分／再分配の

エコシステム

が主流になる

生存のために

作り続ける

世界

大人とこども、

年齢で区分けしない

知財権の

価値が

激減する

単に「先行」する

だけでは価値を生むことが

できないという気づき

プロジェクトベースで

個単位で仕事

流用されること

参照されること

の価値が上がる

劣化を感

知する

素材がで

きる

海底都市

宇宙ステーション

ドーム都市

デジタル

共通世界特許

メタバース

他と価値化を

隔てた

コミュニティ

で自給自足

OSSサービス使い
技術の標準化を行う

匠探し

プラット

フォーム

OSS =Open source service

汎用性の高い

キットの流行

例：地下都市

全員が「匠」

という意識

リメイク映画/漫画/小説が
増える

環境問題を解決しないと

生存できない

外の世界

の技術

権利に関する

意識の変化

学歴社会が

崩壊

1人で抱えるより
シェアする価値を優先

問題の可視化

改編対策

勝手に続編

ができる

エネルギー問題

環境問題が

解決した世界

環境問題

ビッグイ

シューに

対応でき

ない

交換するクーポンに

解決への

動機を埋め込む

例：極東の島国

持っている問題が

分かりやすくなる

＠ハロー

ワールド

能力が分かるミドルネーム

その人は何ができるのかが

名前にに入る

少しできる人でも

webで広まれば
有名になる

「持つ」ことより

「解き放つ」こと

が価値を生むしくみ

知財を持つコスト問題

の解決

その権利が生む利益が

小さく細分化されている

というシナリオ

小粒なアイデアを

シェアする価値 技術より

デザインの権利の方が

有利かもしれない

オープンソースで

広がる瞬間の熱

で次のコミュニティ

ができていく

NFT

参照して

良い

部分を

ルール化

著作権が切れて

いる著作を財団

が管理する

コピペでなければOK
という概念を生まない

youtubeは１番に
アップした人のところに

収益が入る

機械が決めた

信頼する納得できる

ルール

ソースコードの

著作権＝GitHubによる

企業は有料

個人は無料

（やんわり）

サーバー利用料

カタチの

githab

貢献度も

可視化される

GitHab

SNSの正しい使い方
道徳の育成

なりすまし

貢献者の評価を

下げる目的のいたずら

一度の失敗が

ずっと影響する

資格が必要

道徳を持っているか？

名誉棄損

人単体で信頼される

部品ができたりする

個人が作ったものでも

評価される

学校が

機能している

特定のテーマ

を持った

都市の開発

伝統建築技術

ノウハウの

データ化

とんがった技術

を育てる風土

作れることの

誇り

匠技塾

SOA

水素活用

技術

経験則を共有/
参照するプラ

ットフォーム

月面基地

グリーンフロ

ート

権利化すべき

ノウハウの

定義／ルール

化

子供に誇れる

社会をつくる

みんなが

匠でもある

3Dプリンタ

研究開発評価

のしくみ

とんがった技

術とは何か？

という視点

３Dモデルの持つ
造った人の個性

周囲と平等な関係を築ける

知財を

解き放つ

 ​
GitHubの
仕組み

貢献度の可視

化による

リスク管理

情報化社会

に向けた教

育

原作者が

利益を損ね

ない仕組み

流用しても良いところだけ

とって進化させる

Not Here, Not Now. Otherworldly

妄想をさらにふくらませ世界の構成要素を妄想する

造語から妄想した世界のワンシーン

その世界をかたちづくる９つの構成要素と舞台設定

暮らしを支えるデータベース技術

・汎用性が高い技術が広まる標準化が進む。

様々な技術がオープンソース化する 技術教育の充実

・技術の習得がラーニングと補助により容易

　になる。

・マシニング技術教育が充実する。 ・3Dプリンタ技術やロボット技術が進歩する。

・NFT取引が一般的に行われるようになる。

建設3Dプリンテ
ィング

技術の進歩・新しいサービス

困難が楽しい？

様々なものをシェアすることが当たり前になる

お互いの個性を尊重しあう

・再生産性関係なく「作家性」が尊重される。

・再生産が受け入れられることにより、

　上質でありながら、飽きない出来事の

　ローテーションが起こりやすくなる。

・まねっこはいけないという文化が減る。

・二次創作が増える。

模倣が悪ではないという文化

・一丁目をめぐるだけで世界一周できる気分になる。

・町家区域に統一性がない。

多様性が受け入れられる文化

YOUTUBERにより追従する文化が広まる。

シェアすることを促進する

生み出す技術が

生まれたものの流用よりも評価されるルール

・安全にオリジナリティを発揮できる。

・発明した人が報われるのであれば模倣もポジティブにとらえられやすい。

・使ったらその瞬間にお金が入る仕組みや技術ができる。

・モノの劣化が可視化される

例：リトマスコンクリート/劣化すると
赤くなるモルタル/劣化するとすぐ目に見える橋げた

材料の匠化
・建築物パーツのように規格で統一する。

　例：避難階段の規格など

標準化するルール

・持続可能性を標準化するルールが施行される。

・標準化された部品が持続可能性を守るような仕組みにする。

・問題が見やすく可視化・デザインされる。

　例:タイヤのスリップマーク

建設3D
プリンティング

各分野の成長が止まる

・コミュニティに複数入れる仕組みがないと仲間外れが起き

　るかもしれない。

たくみになれない落ちこぼれがでる

・ひとつの世界、ひとつの循環しかしらない人が出る可能性がある。

・ある一方向に向かう課題解決は得意だがそれ以外は不得手な

　人が増える可能性がある。

能力に偏りが出る

点数のみで順位付けをしない世界
全体最適

・体験の匠と評価の匠により常に

　アップデートされる。

家庭資本に

恵まれた人々

再生産された

恵まれたコミュニティ

再生産された技能に秀でる

ことのできない集団

集団に入っていけない

孤立感を感じやすい人

「たくみ」地域に住

む人は誰もがなにか

の匠

（プロ・スペシャリ

ティを持っている）

作る「たくみ」と

使う「たくみ」、評

価する「たくみ」が

揃っているので町が

循環社会を形成して

いる

匠の技を吸収したAI
が活動していて

素人でも匠なりの補助を

享受することができたり

貴重な技へ容易にアクセ

スすることができる

AmazonやGoogleのよう
なデジタルプラット

フォーマーのデジタル版

が存在していて街の循環

をサポートしている

自分が「匠」とし

て貢献できること

を意識している

主体性のある人

高精度な製造技術

高精度な測定技術

学習技術がある

匠が集まり、共にイ

ノベーションを

生む。

居るだけで匠になれ

る町がある世界

外からやってくる人を

歓迎している

たくみの技を広めるこ

とには肯定的

町全体が家

江戸の時代

パブリックと

プライベートの差

とっぱらった時に

広い意味での

パブリックになる

プライベート

とは？

「バーチャルの

居場所」を作って

いかないといけない

プライベート

ミニマル

居場所

街全体が

バーチャルの居場所

も考えなければ

ならない

フィジカルに

気持ちいい場所と

違うのか

人尊重

伝承

匠

誇り

つなぐ

世代

ビジョン

歴史と

伝統
創業：

宮大工

世代を

超える

子どもたち

に

誇れる仕事

ファミリーデイ

家族招待して

技術の体験

匠は減って

きている、

ロボットに

置き換え
入社して、人で

成り立ってる

直接的な顧客は大人であるが、

「子ども＝次世代を担う存在」を

大切にしながら仕事をしている

やろうとしているのは未来をつくる仕事

世代を超えつなぐ仕事

子ども達にとって役に立つ仕事

子どもたちに誇れる仕事

人の判断

は必要


